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表皮は生体の恒常性を維持するバリア組織であり、その破綻は慢性皮

膚炎症の発症につながります。山本教授はリン脂質代謝酵素PLA2G2Fが

産生するリゾリン脂質であるリゾプラズマローゲンを同定され、この脂質

が皮膚バリア機能に加え、アトピー性皮膚炎や乾癬、さらには創傷治癒

を制御することを明らかにされつつあります。また、三次元皮膚培養モデ

ルを構築し、皮膚バリア形成機構の解析や医薬部外品・化粧品開発へ

の応用を進めておられます。本講演では、皮膚の恒常性と炎症を制御す

るリゾリン脂質の生理機能と応用について解説してして頂きます。

皮膚の恒常性と炎症を制御する新規リゾリン脂質
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